
その子に合った学び方があります。

れいんぼー便り⑥
人と人とがつながり、支え合う地域をみんなでつくるために

※特別支援教育推進協議会は、小中学
校、幼稚園教諭、保育園の保育士、
教育委員会、健康福祉課などの職員
で組織しています。今後も「れいん
ぼー便り」を通して子どもたちにつ
いての情報を発信していく予定です。

特別支援教育推進協議会

　誰でも得意なことと苦手なことがあります。「聞く力」「話す力」
「書く力」「物事を整理して考える力」などが苦手なお子さんは持っ
ている力を十分に発揮できずに、学校生活でつらい思いをするこ
ともあります。
　通級指導教室は、子どもたちが皆、学校で生き生きと過ごせる
ように、一人一人に合った指導方法で個別学習をする教室です。
また、ご家族の悩み等をゆっくり聴くための面談をしています。
　すべての小･中学生が対象です。申し込みについては18頁の「通
級指導教室募集案内」をご覧ください。

通級指導教室ってなあに？

中学校内
「大刀洗教室」について

菊池小学校内
「きくち教室」について

　誰でも得意なことと苦手なことがあります。たまたまそ
れが、「じっくり聞く」力だったり、「物事を整理して考える」
力だったりすると、もっている力があるのに、十分力を発
揮できず、困った状態になることがあります。ひどい場合
には、失敗体験を重ね、意欲をなくしてしまうこともあり
ます。
　「きくち教室」は、どのような支援をしていけばやる気
をもって学習に取り組んでいけるのかを考え、個別に学習
を行う教室です（基本的に週 1 回２時間程度）例えば、字
がマスの中に入らない、という場合は、体のバランスをと
る力、見て形をとらえる力等の不足が考えられます。そこ
で、体幹、リズム感を鍛える運動等で、体の細部まで自在
に動かせる力をつける指導を行います。

担当　佐々木先生、伊藤先生

　通級指導教室は、「学習に集中できるようにな
りたい」「友達とうまくかかわることができるよ
うになりたい」と思っている生徒が、週に100
分（２校時）程度、自分に合った内容やペースで
学習をする場所です。
　写真は学習の一部で、タブレットを使って「見
る力を高める」ため、「ビジョントレーニング」を
行っているところと、「集中力をつけ、全体を見
る視野の広さを養う」ため、「点つなぎ」を行って
いるものです。

担当　土屋先生

問農業委員会　☎77－6201　FAX77－3063

申請手続　期間　8月1日月～31日水
　申請した利用権設定は10月の農業委員会で審議され、
11月１日からの設定になる予定です。
　原則として、貸し手と借り手がそろって農業委員会で手
続きをしてください。平成28年10月末で利用権設定の期
間が終了する方には、役場から期間満了の通知をしていま
す。なお、再設定をする場合も手続きが必要です。
※契約する場合、貸し手の申請者は所有者の方です。
※未相続等の農地は相続人の同意が必要です。(設定期
間が５年より長い場合は全員、存続期間が５年未満の利用
権設定の場合は、相続人【共有持分】の1/2を超える同意
が必要)

農地を貸したい、借りたい

貸し手のメリット

　貸した農地は、期限が来れば必ず返ってきます。また、
再設定をすることにより、継続して貸すこともできます。

借り手のメリット

　農地を買わずに経営規模を拡大する事ができます。利
用権設定期間中は、安心して耕作ができます。また、再
設定をすることにより、継続して借りることもできます。

　「農地を貸したい」「農地を借りたい」と考えている農家の方は、農業委員に相談してください。農業委員が貸し手と借り手
の仲介をします。農地の売買をお考えの方もお気軽に相談してください。

農地の賃貸借等の申請を受け付けます

点つなぎ

気持ちのコントロールの学習 体のコントロールの学習

ビジョントレーニング
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